
51
地
区
の
個
性
が
醸
し
出
す
Ｕ
Ｓ
Ａ
!?

　

熊
本
県
西
部
に
位
置
す
る
天
草
地
方
は
、
有
明
海

（
北
部
）、
八
代
海（
東
部
・
南
東
部
）、
東
シ
ナ
海（
西

部
・
南
西
部
）
に
囲
ま
れ
た
天
草
諸
島
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
天

草
市
は
、
そ
の
う
ち
の
８
つ
の
有
人
島
（
天
草
上
島

の
一
部
、
天
草
下
島
、
下
須
島
、
御
所
浦
島
、
横
浦

島
、
牧
島
、
通
詞
島
、
横
島
）を
中
心
と
す
る
都
市
で
、

平
成
18
年
３
月
、
２
市
８
町
（
本
渡
市
、
牛
深
市
、

有
明
町
、
御
所
浦
町
、
倉
岳
町
、
栖
本
町
、
新
和
町
、

五
和
町
、
天
草
町
、
河
浦
町
）
の
大
型
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た
。
現
在
の
人
口
約
８
万
９
０
０
０
人
は
熊

本
県
内
で
は
熊
本
市
、
八
代
市
に
次
ぐ
第
３
位
で
、

橋
で
本
土
と
つ
な
が
れ
た
自
治
体
で
は
わ
が
国
最
大

の
人
口
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。

　

ま
た
天
草
市
で
は
、
合
併
時
の
小
学
校
区
等
の
単

位
で
あ
る
51
地
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
地
区
振
興
会

が
独
自
か
つ
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。
天
草
市
域
は
天
草
下
島
を
除
け
ば
、

お
し
な
べ
て
小
さ
な
岬
や
丘
陵
地
帯
な
ど
が
断
続
的

に
続
く
島
嶼
部
特
有
の
地
理
的
条
件
下
に
あ
る
。
そ

の
景
観
は
変
化
に
満
ち
た
美
し
さ
を
備
え
て
い
る
反

面
、
行
政
区
分
の
在
り
方
も
、
小
学
校
区
や
中
学
校

区
で
シ
ン
プ
ル
に
区
分
で
き
る
フ
ラ
ッ
ト
な
地
理
的

条
件
を
持
つ
都
市
と
は
お
の
ず
と
違
っ
て
く
る
。
小

規
模
集
落
が
多
く
、
地
区
の
数
が
そ
の
分
増
え
る
の

も
致
し
方
な
い
。

　
「
普
通
に
考
え
れ
ば
、
行
政
区
の
多
さ
は
い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
ハ
ン
デ
ィ
を
生
じ
さ
せ
る
要
因
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
合
併
後
の
一
体
化
と
い
う
意
味
で
も

得
策
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
旧
２
市
８
町
の
合
併
を
実
施
し
た

と
き
か
ら
、
行
政
区
が
多
く
な
る
こ
と
は
織
り
込
み

済
み
で
し
た
。
む
し
ろ
行
政
区
の
多
さ
を
多
様
性
の

象
徴
と
す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
こ
の
地
で
何
百
年
も
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築

い
て
き
た
先
人
た
ち
の
遺
志
を
継
ぐ
こ
と
に
も
な
る

と
考
え
た
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
安
田

公
寛
・
天
草
市
長
だ
。
さ
ら
に
そ
の

よ
う
な
行
政
区
等
を
包
括
し
た
個
性
的
な
51
の
地
区

振
興
会
が
あ
る
天
草
市
は
、「
50
の
独
立
し
た
州
で

構
成
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
も
似
た
、
51
の
地

区
で
構
成
さ
れ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
・
オ
ブ
・

天
草
と
考
え
る
と
楽
し
い
。
頭
文
字
も
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
す

か
ら（
笑
）」と
続
け
る
。

　

天
草
市
で
は「
日
本
の
宝
島
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
折
に
触
れ
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
は
天
草

全
域
に
伝
わ
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
は
じ
め
と
す
る

特
色
あ
る
歴
史
・
文
化
、
豊
か
な
農
産
物
や
海
産
物

な
ど
の
地
域
資
源
を
指
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

（熊本県）

市 政 ル ポ 天
あ ま く さ

草市

安
や す だ

田公
きみひろ

寛
天草市長

「
日
本
の
宝
島
」を
目
指
し
て

地
域
資
源
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
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個
性
を
持
つ
各
地
区
が
独
自
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
大
い
な
る
心
意
気
を
示

す
言
葉
で
も
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
合
併
の
翌
年
度
（
平
成
19
年
度
）
か
ら

取
り
組
み
を
始
め
た
世
界
遺
産
登
録
へ
の
運
動
が
、

「
各
地
区
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
わ
が
ま
ち
天
草
市
を

考
え
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
る
」と
い
う
。
天
草

市
に
お
け
る
世
界
遺
産
候
補
は
「
天
草
の
㟢
津
集
落

（
国
選
定
重
要
文
化
的
景
観
）」だ
が
、
長
崎
県
が
中
心

と
な
っ
て
推
進
す
る『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
』の
構
成
資
産
13
件
の
う
ち
、
熊
本
県
か
ら

唯
一
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

　
「
１
５
４
９
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が

来
日
し
て
始
ま
っ
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
中

に
お
い
て
も
、
平
戸
島
・
島
原
半
島
・
五
島
列
島
・

天
草
な
ど
に
点
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
は
、

そ
の
初
期
の
流
れ
を
現
代
に
ま
で
受
け
継
ぐ
一
連
の

も
の
で
あ
り
、
文
化
庁
の
見
解
で
も
価
値
を
証
明
す

る
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
と
い
う
こ
と
で
、
長
崎
県
・

熊
本
県
の
ご
理
解
も
い
た
だ
い
た
上
で
、
私
た
ち
は

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
」（
安
田
市
長
）

全
島
挙
げ
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

　
『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』
の
構

成
資
産
13
件
を
有
す
る
地
域
は
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

後
に
い
ち
早
く
キ
リ
ス
ト
教
が
繁
栄
し
た
地
域
だ
。

そ
の
た
め
に
徳
川
幕
府
成
立
以
後
の
弾
圧
も
ひ
と
き

わ
激
し
く
、
多
く
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
を
生
み
出
し

た
。
現
在
の
㟢
津
教
会
は
か
つ
て
の
弾
圧
の
象
徴「
絵

踏
み
」
が
行
わ
れ
た
庄
屋
役
宅
跡
に
、
昭
和
９
年
に

神
父
の
強
い
希
望
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
。
国

内
で
も
希
少
な
畳
敷
き
の
教
会
で
あ
り
、
訪
れ
る
者

を
敬け
い
け
ん虔

な
気
持
ち
に
さ
せ
る
静せ

い
ひ
つ謐

な
雰
囲
気
に
満
ち

て
い
る
。
ま
た
畳
に
座
っ
て
ミ
サ
を
行
う
形
式
こ
そ
、

ま
さ
に
西
洋
と
日
本
と
の
文
化
の
融
合
を
如
実
に
示

世界三大聖旗の一つ天草四郎陣中旗

年間を通じて楽しめるイルカウォッチング（五和地区）福岡空港〜天草空港を35分で結ぶ天草エアライン

日本初の活版印刷機により刊行された天草伊曽保物語
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す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』
は
昨

年
８
月
、
文
化
庁
文
化
審
議
会
の
推
薦
候
補
に
決
定

し
た
。
従
来
の
例
で
は
、
文
化
庁
の
推
薦
候
補
は
そ

の
ま
ま
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
今
回
だ
け
は
内
閣
府
有
識
者
会
議
が
推

薦
し
て
い
た『
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

九
州
・

山
口
と
関
連
地
域
』
と
の
競
合
と
な
り
、
残
念
な
が

ら『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』の
ユ

ネ
ス
コ
へ
の
推
薦
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

　
「
予
定
通
り
な
ら
最
短
で
平
成
27
年
夏
に
も
世
界

遺
産
登
録
の
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
よ

う
な
わ
け
で
平
成
28
年
の
登
録
を
目
指
す
方
向
に
切

り
替
え
ま
し
た
」（
安
田
市
長
）

　

実
際
、『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺

産
』
に
つ
い
て
は
文
化
庁
の
評
価
は
も
ち
ろ
ん
、
諸

外
国
か
ら
の
評
価
が
非
常
に
高
く
、
世
界
遺
産
登
録

へ
の
可
能
性
に
曇
り
は
な
い
。
天
草
市
の
宝
の
一
つ

「
㟢
津
集
落
」
の
文
化
的
価
値
も
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
今
後
の
世
界
遺
産
登
録
運
動
を
通

じ
て
、「
わ
が
ま
ち
天
草
」
へ
の
一
体
感
も
さ
ら
に
醸

成
さ
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　

世
界
遺
産
登
録
運
動
の
推
進
と
並
行
し
て
、
天
草

市
で
は
平
成
25
年
度
を「
お
も
て
な
し
元
年
」と
位
置

付
け
た
「
天
草
島
民
総
お
も
て
な
し
運
動
」
を
展
開
。

天
草
宝
島
観
光
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
天
草
市
の

持
て
る
宝
（
歴
史
・
文
化
、
海
・
山
・
里
の
幸
、
変

化
に
富
ん
だ
自
然
景
観
な
ど
）
を
前
面
に
押
し
出
し

た
観
光
振
興
策
を
多
角
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
「
お
も
て
な
し
」
の
内
容
は
、
市
民
が
日
常
的
に
路

上
の
ゴ
ミ
を
拾
う
、
笑
顔
で
の
挨
拶
を
励
行
す
る
、

観
光
客
が
利
用
す
る
公
衆
ト
イ
レ
の
美
化
、
交
通
事

故
対
策
な
ど
に
よ
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
な
ど
、
基
本
中
の
基
本
要
素
ば
か
り
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
を
全
島
（
全
市
民
）
挙
げ
た
運
動
に
す
る
こ

と
で
、
市
民
に
も
暮
ら
し
や
す
く
、
観
光
客
に
も
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
平
成
25
年
は
９
月
に
天
草
市
が
熊
本
県
民
体
育

祭
の
会
場
の
一
つ
に
な
っ
た
り
、
10
月
に
『
第
33
回

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
』
の
行
事
が
牛
深
漁
港

で
開
催
さ
れ
た
り
、
全
国
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
が

訪
れ
る
機
会
が
続
き
ま
し
た
。
今
後
は
世
界
遺
産
登

録
運
動
な
ど
の
影
響
で
観
光
客
が
増
え
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
を
契
機
に
、
全
島
民
が
参
画
し

世界遺産候補「天草の㟢津集落」の象徴・㟢津教会

日本ジオパークに認定された「天草御所浦ジオパーク」

全国各地に伝わるハイヤ節の源流・牛深ハイヤ（市無形民俗文化財）
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天草市　市 政 ル ポ

（熊本県）

て
天
草
を
発
信
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
た
の
で
す
」（
安

田
市
長
）

　

昨
年
９
月
、
天
草
市
で
は
「
第
１
回
世
界
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
会
議
in 

天
草
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
国
際

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。
世
界
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

会
議
は
北
欧
諸
国
な
ど
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
世
界
的

イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
天
草
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
ア
ジ
ア
唯

一
の
同
会
議
公
認
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
し
て
活
躍
す

る
パ
ラ
ダ
イ
ス
山
元
氏
か
ら
の
働
き
掛
け
で
実
現
し

た
。
そ
し
て
天
草
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、
パ
ラ
ダ

イ
ス
山
元
氏
は
天
草
が
４
５
０
年
前
の
キ
リ
ス
ト
教

伝
来
以
後
、
日
本
で
最
も
長
く
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ

て
き
た
土
地
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
こ
の

指
摘
は
『
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
』

の
構
成
遺
産
で
あ
る
天
草
な
ら
で
は
。
日
本
で
最
も

長
く
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
も
、

天
草
の「
新
し
い
宝
」に
加
わ
っ
た
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
、
公
認
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
・
山
元
氏
が
天
草
入
り
す
る
の
に
使
っ
た
の

が
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン（
Ａ
Ｍ
Ｘ
）だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｘ
は

熊
本
県
、
天
草
市
、
上
天
草
市
、
苓
北
町
お
よ
び
民

間
企
業
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
航
空
会
社
だ
が
、
昨
年
２
月
、
天
草
諸
島
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
親
子
イ
ル
カ
の
イ
ラ
ス
ト
を
全
面
に

配
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
塗
り
替
え
ら
れ
、
観
光
客
に
も

人
気
が
高
い
。
公
認
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
こ
の
親
子

イ
ル
カ
の
描
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
を
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
付
き
物
の
「
ト
ナ
カ
イ
が
引
く
空
飛
ぶ
ソ

リ
」の
代
わ
り
に
使
用
し
た
。

　

安
田
市
長
は
51
地
区
に
よ
る
地
域
振
興
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
島
内
に
今
あ
る
地
域
資
源
に
磨
き

を
掛
け
、
本
物
の
宝
へ
と
昇
華
す
る
た
め
の「
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
」を
挙
げ
た
。
世
界
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
会

議
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
天
草
で
開
催
す
る
理
由
も
、

そ
の
際
に
Ａ
Ｍ
Ｘ
が
果
た
し
た
役
割
も
、
ま
さ
に
そ

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
一
環
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

地
域
資
源
に
磨
き
を
掛
け
る 

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　

天
草
市
が
実
施
し
て
い
る「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
作

戦
」は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
広
い
意
味
で
農

林
水
産
物
に
関
す
る
一
連
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
も
そ

の
一
つ
だ
。
例
え
ば
日
本
最
大
級
の
地
鶏
「
天
草
大

王
」の
生
産
が
あ
る
。
明
治
中
期
に
中
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
ラ
ン
シ
ャ
ン
種
を
品
種
改
良
し
て
つ
く
ら
れ
た

天
草
大
王
は
、
昭
和
初
期
に
い
っ
た
ん
絶
滅
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
ラ
ン
シ
ャ
ン
種
を
再
び
輸
入
し
、
軍

鶏
や
熊
本
コ
ー
チ
ン
な
ど
と
７
世
代
掛
け
て
選
抜
淘

汰
を
繰
り
返
し
、
平
成
12
年
に
復
元
。
現
在
は
市
内

6
カ
所
の
農
場
で
じ
っ
く
り
生
産
さ
れ
て
い
る
。

  

復
活
が
あ
る
一
方
で
新
種
の
取
り
組
み
と
し
て
、

手
野
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
が
実
施
し
て
い
る

芹
生
柿（
渋
柿
）の
特
産
品
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
が
面
白地域の人の夢を膨らませる芹生柿（加工風景）

日本最大の地鶏・天草大王

天草に降り立った世界のサンタクロースたち
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い
。
20
年
ほ
ど
前
に
、
同
地
区
に
１
つ
で
６
５
０
ｇ

に
も
な
る
大
き
な
実
を
付
け
る
柿
の
木
が
突
然
現
れ

た
。
こ
の
巨
大
な
柿
の
実
を
干
し
て
み
る
と
、
色
鮮

や
か
な
ま
ま
で
糖
度
が
非
常
に
高
い
干
し
柿
が
で
き

た
。
こ
れ
を
高
級
品
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
を
考
え
、

住
民
の
生
産
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
１
本
か
ら
接

ぎ
木
に
よ
り
約
７
０
０
本
が
収
穫
可
能
な
状
況
に

な
っ
た
。
生
産
と
同
時
に
商
談
会
等
へ
参
加
す
る
中
、

東
京
の
大
手
百
貨
店
な
ど
が
興
味
を
示
し
、
高
級
な

商
品
に
も
な
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
概
念
か
ら
は
外
れ
る
が
、
３
年

前
か
ら
市
内
で
進
む
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
生
産
も
面

白
い
。
そ
の
品
質
の
高
さ
は
「
ス
シ
ブ
ー
ム
」「
和
食

ブ
ー
ム
」
に
沸
く
欧
米
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、

天
然
物
重
視
の
国
内
よ
り
も
今
後
、
欧
米
へ
の
販
路

開
拓
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
（
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ

は
３
年
物
か
ら
出
荷
さ
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
事
例
は

い
ず
れ
も
、
単
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
み
な
ら
ず
、
生

産
・
加
工
・
販
売
ま
で
の
一
切
を
手
掛
け
る
と
い
う

意
味
で
、
ま
さ
に
六
次
産
業
化
の
典
型
的
な
事
例
と

い
え
る
。

　
「
Ｊ
Ａ
を
主
体
に
既
に
高
級
ブ
ラ
ン
ド
化
が
実
現

し
て
い
る
デ
コ
ポ
ン
な
ど
も
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
、
今
後
は
端
物
を
使
っ
て
ジ
ャ
ム
に
加
工
す

る
な
ど
、
六
次
産
業
化
に
向
け
た
展
開
が
期
待
さ
れ

ま
す
」（
安
田
市
長
）

　

六
次
産
業
化
を
基
本
と
す
る
天
草
ブ
ラ
ン
ド
創
出

の
事
例
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
ぜ
ひ
と
も
ご
紹

介
し
た
い
の
が
「
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
事
業
」
だ
。

こ
れ
は
天
草
市
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
が
主
体
と
な

り
民
間
企
業
や
農
家
な
ど
と
連
携
し
、
市
内
の
農
場

や
柑
橘
系
の
廃
農
園
お
よ
び
耕
作
放
棄
地
へ
の
植
栽

を
行
い
、
苓
明
高
校
や
苓
洋
高
校
の
生
徒
た
ち
に
よ

る
加
工
品
開
発
協
力
な
ど
、
多
角
的
な
連
携
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
事
業
だ
。
地
場
産
品
創
出
だ
け

で
な
く
、
九
電
工
が
直
営
す
る
オ
リ
ー
ブ
園
は
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
、
地
域
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

の
普
及
に
よ
る
市
民
の
健
康
増
進
へ
の
寄
与
な
ど
、

多
角
的
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
農
家
の
新
た
な
収
入
源
と
し
て
も
期

待
さ
れ
、
新
た
な
地
域
の
雇
用
の
場
と
し
て
の
機
能

も
発
揮
し
始
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
九
電
工
の
オ

リ
ー
ブ
園
で
働
く
社
員
が
、
九
電
工
の
福
岡
勤
務
社

員
の
出
向
と
い
う
事
実
だ
。
こ
の
二
つ
の
地
域
で
就

労
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
、
天
草
市
が
進
め
る「
二

地
域
就
労
促
進
事
業
」の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

二
地
域
就
労
と
い
う 

新
た
な
就
労
ス
タ
イ
ル

　

天
草
市
に
お
け
る
「
二
地
域
就
労
促
進
事
業
」（
京

都
大
学
経
営
管
理
大
学
院
と
の
連
携
事
業
）
は
平
成

23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
新
た
な
企
業
誘
致
な
ど
が

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
難
し
い
中
、
つ
く
ら
れ
た
新
し

い
就
労
ス
タ
イ
ル
の
事
例
で
あ
る
。
大
都
市
や
他
地 『天草大陶磁器展』の開催風景（毎年11月開催）

地域振興に存在感を発揮しはじめたオリーブ事業
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天草市　市 政 ル ポ

（熊本県）

域
で
勤
め
、
あ
る
い
は
暮
ら
し
な
が
ら
も
、
天
草
地

域
と
関
わ
り
合
い
、
天
草
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
、

地
域
に
仕
事
や
生
業
を
生
み
出
し
て
い
く
営
み
の
こ

と
。
一
言
で
い
え
ば
、
市
外
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
市

内
企
業
・
団
体
の
課
題
解
決
を
互
い
に
満
た
す
た
め
、

市
外
企
業
と
市
内
企
業
・
団
体
が
協
定
を
締
結
し
、

派
遣
さ
れ
た
市
外
企
業
の
社
員
が
地
域
に
入
り
込
ん

で
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
も
の
で
あ
る
。

  

そ
の
典
型
的
な
事
例
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
自
動

車
部
品
会
社
の
農
業
参
入
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
大
量
の
首
切
り
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
苦
い
経
験
を
生
か
し
、
本
業
が
不
振
に

な
っ
た
と
き
の
安
全
弁
と
し
て
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
の
栽

培
農
園
を
天
草
市
内
に
設
立
。
さ
ら
に
付
加
価
値
を

つ
け
る
た
め
、
休
耕
田
を
活
用
し
米
の
裏
作
と
し
て

グ
ラ
ン
ド
リ
ー
フ
の
試
験
栽
培
を
実
施
し
た
。
新
た

な
事
業
開
拓
に
よ
る
企
業
体
質
の
強
化
も
図
れ
、
こ

の
農
園
は
発
足
３
年
目
と
な
り
、
年
々
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
て
い
る
。
ま
た
農
園
に
指
導
員
と
し
て
入
っ

て
い
る
社
員
は
別
企
業
の
社
員
で
、
そ
の
社
員
に

と
っ
て『
二
地
域
就
労
』と
な
っ
て
い
る
。

　

天
草
市
自
体
に
も
、
現
在
、
社
員
の
人
材
育
成
や

航
空
産
業
の
活
性
化
の
目
的
で
賛
同
し
た
全
日
空
か

ら
２
人
の
社
員
が
産
業
振
興
と
観
光
振
興
の
セ
ク

シ
ョ
ン
に
出
向
し
て
い
る
。
営
業
管
理
職
の
男
性
社

員
は
天
草
産
品
の
販
路
開
拓
や
観
光
商
品
開
発
に
腕

を
ふ
る
い
、
国
際
線
Ｃ
Ａ
を
務
め
て
い
た
女
性
は「
お

も
て
な
し
教
室
」の
講
師
な
ど
、
や
は
り
自
ら
の
キ
ャ

リ
ア
を
生
か
し
な
が
ら
、
伸
び
伸
び
働
い
て
い
る
。

天
草
市
に
と
っ
て
も
、
産
業
振
興
や
観
光
振
興
の
新

し
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
で
き
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関

係
が
成
立
し
て
い
る
。

　
「
新
た
な
企
業
誘
致
が
難
し
け
れ
ば
、
人
材
の
誘

致
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
発
想
で
始
め
た
」（
安

田
市
長
）
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
二
地
域
就
労
の
事

例
は
、
全
国
自
治
体
の
参
考
事
例
と
し
て
も
非
常
に

優
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
宝
島
を
目
指
す
天
草
市
の
諸

事
業
は
、
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
結
果
的
に
皆
、
地

域
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
地
域
課
題
の
解
決

へ
と
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
て
い
る
。
今
あ
る
モ
ノ
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
軸
が
、
す
べ
て
の
事
業
に
通
底

し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
25
年
11
月
21
日
）

二地域就労で天草市に赴任した全日空社員による職業講話

二地域就労の事例・ベビーリーフの農場

天草四郎像

FEBRUARY 2014 市政37 市政 FEBRUARY 2014


